
事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和　元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

①特定健康診査未受診者対策事業 事業開始年度 ２８年度

住民課 担当係 国保係

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

特定健康診査受診率向上

３年未受診者へ180件の訪問を実施、パンフレットの配布を年２回実施する。

４０～６４歳の特定健診未受診者

特定健康診査３年未受診者への訪問。パンフレットの配付。

①特定健康診査（集団健診）の案内を送付する際、受診勧奨のパンフレットを配付。

②特定健康診査（集団検診）３年連続未受診者の抽出を国保連合会に依頼し、対象者に対し
て国保担当による受診勧奨の訪問を実施。訪問の際、施設健診・次年度集団健診の案内と併
せて、パンフレットを配布。

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

　特定健康診査（集団健診）３年連続未受診者を抽出し、対象者（180人）に対して郵送による
受診勧奨を実施。

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

特定健診
受診率向上

49.8%
(562人/1,129人）

数
41.1% 48.2% 49.8% 36.4%

45.0% 46.0% 47.0% 60.0%

・感染症予防対策のため、訪問ではなく個別通知で対応。
・パンフレットは、特定健診受診者と未受診者との医療費の比較など健診の必要性をわかりや
すく表示し、保健推進員から配付を行った。受診に向けた動機づけに有効であった。

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
訪問はできなかったが、受診率が指標を上回っているた
め、Bとする。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

・訪問や個別通知での周知の時期を検討。

・不在者への対応を検討。

・特定健診未受診者の医療機関受診状況の把握と各医師会や主治医と連携し、施設健診受
診勧奨をしてもらう。



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
評価指標は達成されたが、前年度より指導率が減少した
ためBとする。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

・複数回継続支援のためのスケジュール管理
・ドック、施設健診対象者の特定保健指導対象者把握、指導
・総合健診会場における初回面接時の相談内容の統一（連絡先の確認等）

①保健指導用の資料や指導内容の統一化と内容の充実（指導技術向上）
②単年ではなく経年的な健診結果管理や健康状態の評価をする。
③主治医との連携（糖尿病重症化プログラムの活用）

・保健指導の結果反映
・健康意識の変容

50.0% 51.0% 52.0%

総合健診会場で初回面接会を実施。貴重な機会となった。
対象者に対し、保健師、管理栄養士が全数を目標に家庭訪問等を実施予定だったが、
感染症予防対策のため、電話や文章でのやり取りが中心となった。
指導を受けた者は、運動実施、食生活改善等に取り組み、体重減少等の効果が現れている者
が多い。
施設健診、人間ドック受診者の特定保健指導対象者把握を時期を逃さず行い指導を実施する
必要がある。

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

特定保健指導率52%
積極的支援   ：48.1％
動機付け支援：75.5％
トータル：63.2％

数
65.5% 74.7% 63.2%

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①対象者の抽出、選定
②管理栄養士、保健師で担当を決め訪問、面接実施。受診勧奨、生活改善指導。
③スタッフ間で情報共有し結果報告

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

特定保健指導終了率向上

特定保健指導終了率52%

特定保健指導対象者

特定保健指導対象者に訪問・面接し、保健指導、パンフレットの配付をする。

特定保健指導対象者に栄養士、保健師が訪問・面接し、生活習慣病予防・重症化予防のため
の指導、パンフレットの配付をする。

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

②特定保健指導未利用対策事業 事業開始年度 ２８年度

健康福祉課 担当係 健康増進係



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

③ジェネリック医薬品差額通知・啓発事業 事業開始年度 ２８年度

住民課 担当係 国保係

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

ジェネリック医薬品の普及率向上・周知、医療費削減

ジェネリック医薬品差額通知書の送付を年6回実施、広報への掲載を年2回実施

ジェネリック医薬品移行可能の者

ジェネリック医薬品差額通知書の送付。広報での周知。パンフレットの配布。

①ジェネリック医薬品差額通知書の送付（各月）
②村広報紙での周知広告の掲載。
③被保険者証更新時にパンフレットの同封。

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①ジェネリック医薬品差額通知書の送付。（各月）
②村広報紙での周知広告の掲載。（6月号・2月号）
③ジェネリック医薬品利用啓発物品（ポケットティッシュ）の配布。
④ジェネリック医薬品に関するパンフレットなどの配布・掲示。（随時）

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

H29
（指標）

H30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

ジェネリック医薬品
利用率向上

下記、事業内容の評価グラフ参照 数

68.0% 72.3% 79.2%

70.0% 80.0% 80.0%
80.0%

（30年度～32年度末までの
間のなるべく早い時期に）

　
　
　　年々利用率は上昇しているが、
　目標値である80％の達成には
　至っていない。
　　月を追うごとに徐々に利用率が
　上昇する傾向があるため、傾向
　の理由を分析しつつ、早期に80％
　を超えるように、周知等の徹底が
　必要。

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
ジェネリック医薬品の利用率が前年度と比較して向上して
いるため、B評価とした。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

①広報紙掲載時の内容の改善。
②ポスター掲示箇所の検討など。
   被保険者に対し、ジェネリック医薬品に関する情報に触れる回数を増加させる。

①各種イベント時に啓発物品・ポスターの配布する。
②ジェネリック医薬品利用啓発物品の内容。

①ジェネリック医薬品の普及率向上・周知のため、医療機関や薬局などにポスター
　掲示や、物品設置の協力の依頼。



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
指導率が85％に達しなかったため、C評価とした。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

①対象者把握を早期に行い、健診事後に早期介入をする。

①保健指導用の資料や指導内容の統一化と内容の充実（指導技術向上）
②単年ではなく経年的な健診結果管理や健康状態の評価をする。
③主治医との連携（糖尿病重症化プログラムの活用）

①健康意識の変容
②経年的、長期的な事後管理の徹底

85.0% 85.0% 85.0%

・第１期計画(H28・29年度)から基準値を変更し、対象者が多くなった。
・訪問、面接により全数保健指導の目標で実施したが、感染症予防対策のため、電話や文章
でのやり取りが中心となった。
・受診勧奨値以上だが受診の必要性を理解できない方がおり重要化予防の継続的関与が必
要である。
・次年度健診における改善率での評価

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

・保健指導実施率
85％

①ＣＫＤ：  8 / 20　人指導
②血圧：　 5/  13  人指導
③血糖：  29/ 55　人指導
④脂質：　11/ 24  人指導
（53/112人　指導率 47.3％）

数

95.6% 60.7% 47.3%

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①対象者の抽出、選定
②管理栄養士、保健師で担当を決め訪問、面接実施。受診勧奨、生活改善指導。
③スタッフ間で情報共有し結果報告

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

高血圧、糖尿病、脂質異常症、ＣＫＤの重症化予防

対象者への保健指導率を85％以上にする。

特定健康診査結果の血圧、血糖、ＨｂＡ１ｃ、ＬＤＬコレステロール、
ｅＧＦＲが規定値を超えた者

ツールで対象者を特定し訪問による保健指導、パンフレットの配付。

①対象者の抽出、選定後、保健師、管理栄養士で訪問、面接による保健指導

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

④高血圧、糖尿病、脂質異常症、
ＣＫＤの重症化予防事業

事業開始年度 ２８年度

健康福祉課 担当係 健康増進係



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

⑤重複・頻回受診者訪問指導事業 事業開始年度 ３０年度

住民課（健康福祉課） 担当係 国民健康保険係(健康増進係)

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

適切な受療行動の勧奨による保険給付の適正化

対象者への訪問指導率を85％にする。

・同一傷病で同室診療科を概ね15回以上受診している被保険者又は同一傷病で2か所以上の
医療機関で受診している被保険者（同一月内）

・40歳未満で特定保健指導の対象者の基準に該当する者又は将来的に該当する可能性（予
備群）のある被保険者

対象者への訪問による適切な受療行動のへの指導・勧奨のパンフレットの配付をする。

①対象者の抽出、選定後、保健師で訪問、電話による保健指導、医療機関受診勧奨、パンフ
レットの配付。

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①対象者の抽出、選定
②担当を決め訪問、面接実施。
③スタッフ間で情報共有し結果報告

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

対象者への指導率
85％

指導実施
①重複受診　5人
②頻回受診　5人 数

8 10

80% 100%

適切な対象者の把握（選定）と早期介入が必要。診療報酬明細書等の活用により個人に合わ
せた指導が必要である。

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
年間当初目標は達成したが、診療報酬明細書の分析と
実施後の評価が必要

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

対象者抽出を早期にする。

対象者の選定基準

経年的、長期的な事後管理の徹底



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの

（３）
改善に相当な

時間を要するもの

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

⑥運動促進（フィットネス利用）事業 事業開始年度 ２８年度

住民課 担当係 国保係

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

フィットネス利用による運動促進、メタボリックシンドロームの予防・改善、特定保健指導の強化・充実

フィットネス利用率を５０％にし、腹囲・ＢＭＩの数値を減少させる。

特定保健指導対象者

特定保健指導対象者へフィットネス利用券を配付し、規定回数の利用で健康グッズの
贈呈。

①特定健康診査（集団健診）の結果から特定保健指導対象者を抽出し、対象者へ
　フィットネスクラブ利用チケット（１０回分）・スタンプカードを配布。
②対象者が来館した際に腹囲等の測定値を測定結果表に記入し、フィットネスクラブを
　利用する。
（測定値を記入した測定結果表については、特定保健指導の運動指導として評価）
③対象者がフィットネスクラブ利用１０回を達成した際には、記念品を贈呈。

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①特定健康診査（集団健診）の結果から特定保健指導対象者（７１人）を抽出し、対象者へフィッ
トネスクラブ利用チケット（１０回分）・スタンプカードを配付。

②フィットネスクラブ利用１０回を達成した対象者（２人）へ記念品を贈呈。

③フィットネスクラブを利用した対象者の腹囲等の測定値を特定保健指導の運動指導として評
価。

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
(実績）

前年度の
国の実績

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
(指標）

前年度の
国の目標値

フィットネスクラブ
利用率５０％

３．０％
（７１人中２人利用）

数
7.7% 10.0% 3.0%

50.0% 50.0% 50.0%

・特定保健指導対象者７１人中、チケット利用者は２人（３．０％）と目標を達成することはできな
かった。
・達成者は、事業後もフィットネスクラブ利用を継続しており、運動の習慣が定着し、食生活改善
に対する意識の改善もみられた。

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ
利用率50％の目標を達成することはできなかったが、利用
者の運動に対する意欲がみられたためＣとした。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

運動に対する意欲の向上のため、わかりやすいパンフレットの配付、保健指導等での周知の強
化。

フィットネスクラブ以外の運動方法を検討。

年間を通して利用できる体制の整備。



事業名

担当課

目　　的

目　　標

対象者

事業内容

実施方法

令和元年度

実施内容

（１）指標

指標の達成状況 達成　・　未達成

（２）評価

事業内容
の評価

総合評価

（１）
すぐに改善
できるもの

（２）
改善に検討が

必要なもの
（３）

改善に相当な
時間を要するもの

Ａ　・　Ｂ　・　Ｃ　・　Ｄ

現在、行っている事業、教室では十分に減塩に関する普
及啓発ができていたが、目標の達成はできなかったので
C評価とした。

４　次年度以降の進め方「ＡＣＴＩＯＮ（改善）」

減塩促進資材の配付対象者の拡大

減塩促進・啓発に特化した事業の検討

事業実施による数値的な評価の実施

100%

・各種事業、教室での栄養指導の際に減塩に関する普及啓発を行うことができた。
・家族間情報共有ということで、減塩の知識を子どもから大人へ広めていくことで強い意識づけ
を行うことができた。

Ｈ29
（指標）

Ｈ30
（指標）

R1
（指標）

前年度の
国の目標値

各種事業、教室
栄養指導
（１００％）

各種事業、教室
栄養指導
（１００％）

数

①513人
②1191人

２　実施結果「ＤＯ（実施）」

①各教室での栄養指導、減塩指導
②各種事業での減塩促進資材の展示、配付

３　事業の分析「ＣＨＥＣＫ（評価）」

本年度の評価指標 本年度の実績
単
位

Ｈ29
（実績）

Ｈ30
（実績）

R1
（実績）

前年度の
国の実績

１　事業概要「ＰＬＡＮ（計画）」

若い世代から減塩の関する普及啓蒙を図り、高血圧等の疾病に対する予防の意識を高める。

尿中塩分量（推定食塩摂取量）の減少

全村民

文化祭や各種事業で子どもを持つ保護者等に対し、ライフステージに合わせた栄養指導を実
施する。

①乳児教室、学校栄養教室での減塩に関する普及啓発
②各種事業での減塩促進資材の展示、配付

保健事業評価シート（対象：令和元年度実施事業）　※年度末評価

⑦減塩促進・啓発事業 事業開始年度 30年度

住民課・健康福祉課 担当係 国保係・健康増進係


